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　市では、水質汚濁防止と生活環境の向上のため、個人住宅で浄化槽を設置する場合の支援を行っています。

◆浄化槽市町村整備推進事業（市が浄化槽を設置して維持管理する事業）

【対象区域】　公共下水道事業・農業集落排水事業の整備計画区域以外の区域

【設置対象者】　市内に居住する個人または市内に居住予定の個人

【設置条件】　①浄化槽を設置する個人が所有する用地（宅地）があること②浄化槽の設置工事の作業範囲（３ｍ×５

　ｍ）を確保できること③維持管理に必要なバキューム車などが入れるスペースがあること④浄化槽からの放流先が

　確保されていること⑤浄化槽設置完了後、直ちに排水設備（便所・台所・風呂など）を接続し使用すること

【平成２２年度予定基数】　１１７基　※平成２２年１１月末現在では５６基設置しました。

【申請期限】　随時受け付けますが、年度を越えての工事ができないため、設置工事時期については利用者との協議の

　上、決定します。

【使用者負担】　算受益者分担金は、113,000円（設置工事費の一部を負担していただきます。支払いは翌年度の７　

月に市が送付する納付書で納付）

　算排水設備工事費、車荷重対応・ポンプ設備などの特殊条件の工事費用

　算ブロア（送風機）を動かす電気設備（防水型コンセント）の工事費および電気代　

　算毎月の浄化槽使用料（上水道使用量により算定）

【その他】　申請書受理後から工事完了まで２カ月程度の期間を要しますので、使用開始予定時期に間に合うよう、早

　めに申請してください。

　また、融資あっせん制度や排水設備工事の補助金制度など接続促進の制度もあります。詳しくは問い合わせください。

【申請先】　建設部下水道課　農業集落排水係　緯 0220（34）2358

浄化槽で住みよい街を

【問い合わせ】　建設部下水道課　農業集落排水係　緯 0220（34）2358

■１カ月当たりの浄化槽使用料金表

金　　額上水道使用量区　分

1,500円10まで基 本 使 用 料

150円

１につき

20～11
超 過 使 用 料
（基本使用料に
加えます）

160円50～21

165円200～51

170円～201

※上水道を農業用として大量に使用しているなど、上水道使用量を基準とすることが適当でない場合、認定
水量による算定もあります。

■１カ月当たりの使用料金算定例

浄化槽使用料上水道使用量

1,500円10

3,800円25

7,800円50
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